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自己評価及び外部評価結果

医療機関・特別養護老人ホーム・介護老人保健施設等を併設したグループホームである。施設内イベ
ントへの参加やバックアップ体制の整備等、複合施設の利点を活かした特徴がある。定期的な外出機
会を設け外出の機会を増やし、生活の中での利用者個々役割づくりを支援し、ラジオ体操・脳トレ・嚥下
体操を日課として取り入れる等、生活の中で活動性の向上し自立支援を図る取り組みを行っている。定
期的・計画的な研修体制・委員会活動・人事考課制度等により、職員の育成とサービスの質の向上に
取り組んでいる。

株式会社H.R.コーポレーション

兵庫県西宮市甲陽園本庄町6-25-224

平成29年3月3日

特養、老健が同じ敷地にあることから、利用者の身体状態に合わせた転所が可能であること。
グループホームは１８名入所の小規模施設であるが、特養（110床）、老健（100床）のスケールメリットを
活かしたイベントへ参加出来ること。外出や施設内で出来る体操や役割活動にも力を入れております。

介護サービス情報の公表制度の基本情報を活用する場合

情報提供票を活用する場合 （別添情報提供票のとおり）

認知症対応型共同生活介護

株式会社H.R.コーポレーション



グループホームロココ 評価確定日平成２９年６月９日

実施状況
次にステップに向
けて期待したい内
容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスとしての意
義を踏まえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を
共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい　

　利用者が地域とつながりながら
暮らし続けられるよう、事業所自
体が地域の一員として日常的に交
流している

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上
げている認知症の人の理解や支援
の方法を、地域の人々に向けて活
かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り組
み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス
向上に活かしている

自己評価

「こくめいケア
ネット」の一員
としてイベント
の開催に協力し
ている。

外部評価

実施状況

Ⅰ．理念に基づく運営

1 1

社是・経営理
念・基本方針を
1枚にまとめ、
必ず目にする玄
関・スタッフ
ルーム・職員ト
イレに掲示。ま
た職員の名札の
裏にも入れてい
る。　理念が暗
唱出来なければ
正職員になれな
い。

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

4 3

年6回開催し、
利用者、家族や
相談員の意見に
耳を傾けてい
る。

社会福祉協議会職員・地域包
括支援センター職員・介護相
談員・自治会会長・民生委
員・家族・利用者を参加メン
バーとし、２か月に1回開催し
ている。毎回全家族に開催案
内を郵送しているが、28年度
は１回の参加にとどまってい
る。会議録は掲示し公開して
いる。会議では、入居者の状
況・事業所の活動や取り組み
を報告している。また、家族
アンケート・避難訓練・等の
実施報告も行っている。参加
者全員に発言をお願いし、情
報や意見をサービスに反映で
きるように取り組んでいる。

今後も、家族の参加へ
の働きかけと、体調や
状況を見ながら利用者
参加の機会作りを継続
されることが望まれ
る。

2 2

夏祭り等地域行
事への参加、近
隣商店街への買
い物や近隣公園
への散歩をした
り、見学の受け
入れを随時行っ
ている。克明校
区介護事業所１
１事業所が集
まった「こくめ
いケアネット」
の一員としてイ
ベントの開催に
協力している。

3

法人の社是・経営理念・基本
方針を、玄関・スタッフルー
ム・職員トイレに掲示してい
る。職員の名札の裏にも明示
し、正職員の登用試験に暗唱
を採り入れ、職員の周知を
図っている。基本理念に、
「住み慣れた地域でいつまで
もその人らしい生活を」とい
う、地域密着型サービスとし
ての意義も明示している。理
念を実践していくための取り
組みの一つとして、定期的な
外出の機会作りに取り組んで
いる。

商店街やスーパーでの買い物
や外食・公園への散歩・地域
の夏祭りへの参加・神社への
初詣など、定期的な外出機会
も利用して、地域に出かける
機会づくりを行っている。併
設施設合同で、出張デパー
ト・出張販売の来訪やボラン
ティア受け入れがあり、ま
た、夏祭り・敬老会にも地域
からの参加があり、地域交流
の機会となっている。実習生
やトライやるウィークの受け
入れ、「こくめいケアネッ
ト」に参加しイベント開催の
協力する等、事業所の機能を
活かした地域貢献にも取り組
んでいる。
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グループホームロココ 評価確定日平成２９年６月９日

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を
蜜に取り、事業所の実情やケア
サービスの取組みを積極的に伝え
ながら協力関係を築くように取り
組んでいる。

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地
域密着型サービス指定基準及び指定
地域密着型介護予防サービス基準に
おける禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、玄関の
施錠を含めて身体拘束しないケアに
取り組んでいる

○虐待防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防
止法等について学ぶ機会を持ち、
利用者の自宅や事業所ないでの虐
待が見過ごされることがないよう
注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活
用

　管理者や職員は、日常生活自立
支援事業や成年後見人制度につい
て学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活
用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約または改定等
の際は、利用者や家族等の不安や
疑問点を尋ね、十分な説明を行い
理解・納得を図っている

5 4

豊中市役所や中
央包括支援セン
ターに運営推進
会議の参加を求
めている。

6 5

入職時の研修に
『身体拘束」に
関する課目を取
り入れ、毎年定
期研修も実施し
ている。併設特
養での「身体拘
束ゼロ推進委員
会会議」にも参
加している。

運営推進会議に地域包括支援
センター職員の参加があり、
事業所の状況や取り組みを伝
え、連携を図っている。市が
派遣する介護相談員の受け入
れを行い、運営推進会議にも
出席している。法令的なこと
や手続きなどで疑問が生じた
場合は、直接担当窓口に相談
し指導や助言を受けている。

8
資料を閲覧でき
るようにそろえ
ている。

7

入職時の研修に
『高齢者虐待」
に関する課目を
取り入れこの研
修を受けなけれ
ば現場に出るこ
とが出来ない
ルールを実施し
ている。併設特
養での「身体拘
束ゼロ推進委員
会会議」にも参
加している。

9

利用者や家族と
入居契約の場を
設け、契約書・
重要事項説明書
の内容を直接伝
えている。

重要事項説明書に身体拘束廃
止の方針を明記し、契約時に
利用者家族に説明し、身体拘
束は行っていない。入職時研
修と、施設内法定研修の年間
研修プログラムで、「身体拘
束廃止」について定期的・継
続的に研修を実施している。
研修参加者とともに、欠席者
にも資料を配布して研修レ
ポートを提出し、内容の習熟
度を確認している。施設合同
で身体拘束廃止委員会を設置
し、不適切ケアにつながる事
例の検証や行動を制限せずに
安全に生活できる支援につい
て検討を行っている。委員会
は毎月実施し、議事録を回覧
し職員の確認印で周知を確認
している。安全・防犯上、玄
関は施錠しているが、利用者
に外出の意向があれば職員が
対応するように努めている。
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グループホームロココ 評価確定日平成２９年６月９日

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を
管理者や職員並びに外部者へ表せ
る機会を設け、それらを運営に反
映させている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関す
る職員の意見や提案を聞く機会を
設け、それらを反映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の
努力や実績、勤務状況を把握し、
給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働ける
よう職場環境・条件の整備に努め
ている

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人ひ
とりのケアの実際の力量を把握
し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

10 6

意見箱を設置
し、苦情があれ
ば報告書を掲示
している。

家族来訪時には職員から近況
を報告し、また、毎月「お便
り」で事業所の活動と利用者
個々の生活の様子を伝え、意
見・要望が出やすいように配
慮している。意見箱の設置や
家族アンケート調査の実施に
より、家族の意見・要望の聴
取に積極的に取り組んでい
る。アンケート結果は、全家
族に郵送してフィードバック
し、運営推進会議や家族会で
も報告している。個別の要望
については連絡ノートで共有
し、内容に応じてプランに反
映している。定期的な外出の
機会作りの取り組みやクラブ
活動の参加等、家族の要望を
全体的なサービスにも反映し
ている。

12

契約更新時や賞
与考査時に評価
シートを記入し
ている。

11 7

ユニットごとに
連絡ノートを置
き、利用者に関
する申し送りと
ともに意見を記
入してもらって
いる。毎日14時
から昼礼として
2ユニット合同
の申し送りを実
施している。毎
月の各ユニット
会議でも意見を
挙げてもらって
いる。

月１回のユニット会議で職員
が意見・提案を出し合って話
し合い、フロアー会議で管理
者が把握する仕組みがある。
毎日の夕礼や連絡ノートで
も、意見・情報の共有を行っ
ている。業務等で検討事項が
あれば、職員アンケートを実
施して書面での意見をもとに
話し合う機会も設けている。
人事考課制度を導入し、個人
面談で職員が個別に意見・提
案等を伝える機会もある。管
理者が把握した職員の意見・
要望は、内容に応じて、法人
会議で上位者に伝える体制が
ある。ダイレクトライン・管
理者評価制度等、職員が運営
者に意見を表す仕組みもあ
る。法人内の職員異動はある
が、馴染みの関係を大切に考
え最小限にとどめている。

13

月1回ユニット
ごとにスタッフ
ミーティング
（ユニット会
議）を開催して
いる。特養と合
同で開催する研
修へ参加してい
る。
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グループホームロココ 評価確定日平成２９年６月９日

○同業者との交流を通じた向上

 代表者は、管理者や職員が同業
者と交流する機会を作り、ネット
ワークづくりや勉強会、相互訪問
の活動を通じて、サービスの質を
向上させていく取組みをしている

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

○初期に築く本人との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

 サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に
努めている

○本人と共に過ごし支えあう関係

 職員は、本人を介護される一方
の立場に置かず、暮らしを共にす
る者同士の関係を築いている

○本人と共に過ごし支えあう家族との関係

 職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の絆
を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

○馴染みの人や場と関係継続の支
援

 本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や場所との関係が途切
れないよう、支援に努めている

14

協議会の定例会
議に参加した
り、入居希望者
や空き情報交換
を行っている。

16

入居前に訪問面
接を行い、本人
や家族に見学に
来ていただいて
いる。

15

入居前に訪問面
接を行い、本人
や家族に見学に
来ていただいて
いる。

18

炊事・掃除・洗
濯などの生活動
作も手伝ってい
ただき、自立支
援を目指してい
る。

17

家族や他施設の
担当者から話を
聞き、入居直後
は1時間ごとの
記録を1週間つ
けている。

20 8

ご家族の方にご
確認した上で、
家族以外の方の
面会も受け入れ
ている。家族会
を開催し少しで
も家族同士触れ
合う機会を作っ
ている。

入居時の面談や家族記載の
「私の歴史シート」から、馴
染みの人や場所についての情
報の把握に努めている。入居
後に把握した情報は介護記録
に記録し共有している。友
人・知人の訪問は家族の了解
のもとで受け入れ、関係継続
ができるように支援してい
る。買い物・散歩等の外出
で、馴染みの場所を訪れる機
会もある。施設合同のイベン
ト参加時に、併設施設の利用
者との以前からの馴染みの関
係継続や新しい馴染みの関係
づくりを支援している。

19

面会や外出を気
軽に行っていた
だいている。月
に1度のイベン
トにも参加を呼
び掛けている。
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グループホームロココ 評価確定日平成２９年６月９日

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握
し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支
え合えるような支援に努めて
いる

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了し
ても、これまでの関係性を大切に
しながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支
援に努めている

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いやり意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希
望、意向の把握に努めている。困
難な場合は、本人本位に検討して
いる

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮
らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努
める

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心
身状態、有する力等の現状の把握
に努めている

22

退所後の相談に
のり、希望があ
れば併設特養の
入所申込を受け
付けている。

21

食事やお茶の時
間。洗濯物をた
たんだり、体操
を実施したり、
ＣＤ・カラオケ
に合わせて歌を
歌うなど、同じ
ことが出来る時
間を作ってい
る。

24

家族や他に利用
されている施設
の担当職員から
話を聞いてい
る。

23 9

入所前の面接で
ご自宅を出来る
限り訪問し、今
までの生い立ち
や習慣なども聞
き取りを行って
いる。入所直後
には細やかに行
動を観察し記録
している。

入居時の面談で、利用者・家
族の思いや意向の把握に努
め、サービス計画書に反映し
ている。入居後に把握した思
いや意向については介護記録
に残し、職員間で共有し日々
の支援や、内容に応じてサー
ビス計画書に反映している。
思いや意向の把握が困難な利
用者については、表情や反応
の観察から本人本位の検討に
努めている。

25

家族や他に利用
されている施設
の担当職員から
話を聞いてい
る。
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グループホームロココ 評価確定日平成２９年６月９日

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題
とケアのあり方について、本人、
家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反
映し、現状に即した介護計画を作
成している

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、
気づきや工夫を個別記録に記入
し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かし
ている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生
まれるニーズに対応して、既存の
サービスにとらわれない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り
組んでいる

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている
地域資源を把握し、本人が心身の
力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支
援している

○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を
大切にし、納得が得られたかかり
つけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるよう
に支援している

26 10

入居前面接で本
人、家族の意向
を伺う。以後は
現状に合わせた
プランを作成
し、家族に提示
している。

ケアサービス管理表ファイル
に、最新のサービス計画書・
モニタリング表・介護記録を
ファイリングし、計画書の内
容周知と計画にもとづいた
サービス実施を介護記録に記
録するように取り組んでい
る。毎月のユニット会議で、
利用者の状況や支援について
振り返りを持つ機会を設け、
担当職員が抽出した項目で毎
月モニタリングを実施してい
る。定期的には3か月毎に計画
の見直しを実施し、見直し時
にはカンファレンスシートで
担当職員と計画作成担当者・
介護リーダーが利用者の状況
を踏まえ優先すべき課題につ
いてモニタリングを行ってい
る。

3ヶ月毎のサービス計
画見直し時には、抽出
したニーズ毎のモニタ
リングと評価、再アセ
スメントを実施する仕
組みづくりが望まれ
る。また、見直し時に
把握した家族の意向や
主治医など関係者から
の意見を、カンファレ
ンスシート等に記録を
一元化することを期待
する。

28

併設施設の機器
やキャラバンを
活用すること
で、運動した
り、大勢で外出
したりが可能で
ある。

27
ケアチェック表
や介護記録をつ
けている。

30 11

同じ建物内にあ
る診療所から隔
週に訪問診療を
受けている。

契約時に利用者・家族の意向
を把握し、希望する医療機関
で受診できるように支援して
いる。同建物内の診療所の心
療内科医の往診が2週に1回あ
り、希望に応じて歯科医の往
診が受けられる体制がある。
診療所の診療報告は直接家族
に報告されている。通院につ
いては家族同行を基本とし、
受診時の情報提供や結果報告
で情報共有している。受診に
ついての記録は、介護記録に
見出しを明記して記録してい
る。併設施設の看護師に相談
できる体制も整備している。

29

介護相談員が毎
月来設。利用者
の様子をご覧に
なり、意見を聞
かせていただい
ている。
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グループホームロココ 評価確定日平成２９年６月９日

○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中で
とらえた情報や気づきを、職場内
の看護職員や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な
受診や看護を受けられるよう支援
している

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治
療できるように、また、できるだ
け早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努め
ている。又は、そうした場合に備
えて病院関係者との関係づくりを
行っている
○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や、終末期のあり
方について、早い段階から本人・
家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しなが
ら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え
て、全ての職員は応急手当や初期
対応の訓練を定期的に行い、実践
力を身に付けている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、
昼夜を問わず利用者が避難できる
方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いてい
る

32

入所時に先方の
病院へ情報を提
供している。入
院中は見舞いに
行き、様子を聞
いてくる。

31

併設された特養
施設の看護師か
ら異常時には支
援を受ける体制
を整えている。

34

入職時に研修を
行っている。マ
ニュアルを閲覧
出来るように置
いている。

33 12

入居前面接で大
まかな意向を
伺っている。併
設された特養へ
の転所を勧める
ことがある。

契約時の「契約終了」の説明
時に、基本的には看取りを行
わない方針で、「常時車いす
による移動支援が必要な状態
になった時」等という説明を
行い同意を得ている。重度化
を迎えた段階で家族と話し合
いの機会を設け、法人のバッ
クアップ体制について情報提
供を行い、家族の意向に沿っ
た支援に努めている。

施設内の事業所間の連
携・協力体制を明確に
し、また、消防署の助
言を受け、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる
方法を全職員が身につ
ける、より実践的な訓
練を実施することが望
まれる。

35 13

併設された特養
施設と合同で、
消防訓練を実施
している。（年
2回・昼夜想
定）

併設の特別養護老人ホームと
合同で、年２回昼夜想定の避
難・誘導訓練を行っている。5
月は夜間想定で、11月は利用
者参加で昼間想定で実施して
いる。訓練に参加できなかっ
た職員には、訓練記録の閲覧
により周知を図っている。備
蓄は、施設全体で共同で行っ
ている。
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グループホームロココ 評価確定日平成２９年６月９日

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○一人ひとりの人格の尊重とプラ
イバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇り
やプライバシーを損ねない言葉か
けや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや希
望を表したり、自己決定できるよ
うに働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先す
るのではなく、一人ひとりのペー
スを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支
援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやお
しゃれができるように支援してい
る

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよ
う、一人ひとりの好みや力を活か
しながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

36 14

利用者は人生の
先輩であるとい
う尊敬の眼差し
を常に持ちなが
ら親しみを感じ
ていただくよう
心掛けている。
個人情報保護や
プライバシーに
ついての研修も
法人内で定期的
に行っている。

新人研修や段階別研修で学ぶ
機会を持ち、人格の尊重やプ
ライバシーを損ねない対応の
周知を図っている。フロアー
会議でも、職員の言葉遣いや
対応について採り上げ、意識
向上に努めている。お便りや
ブログへの写真の掲載につい
ては、契約時に説明を行い同
意を得ている。個人ファイル
等はユニットの書庫に保存
し、適切な個人情報の管理を
行っている。

38

集団生活という
制約の中で、可
能な限り本人の
ペースを最優先
している。

37

お茶やおやつの
時間には希望を
伺ったり、外出
や入浴等は本人
の意向を確かめ
る。

15

テーブルを拭い
たり食器を並べ
たり盛りつけを
して、準備の段
階から食事を楽
しんでいただい
ている。

併設施設の厨房で調理された
副食を各ユニットで盛り付
け・配膳し、炊飯は各ユニッ
トで行っている。職員の検食
をもとに、毎月の給食委員会
で検討し、利用者の摂食状況
や嗜好を献立に反映してい
る。テーブル拭き・盛り付
け・配膳等に利用者の好みや
力量に応じて参加できるよう
に支援している。厨房の食事
を止めて食事レクリエーショ
ンを企画し、利用者の希望や
季節を採り入れた食事作りを
楽しめる機会を設けている。
外出の機会を増やし、外食が
楽しめるようにも取り組んで
いる。

39

家族の協力を得
て、本人の望み
に対応してい
る。

40
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グループホームロココ 評価確定日平成２９年６月９日

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分
量が一日を通じて確保できるよ
う、一人ひとりの状態や力、集会
に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じない
よう、毎食後、一人ひとりの口腔
状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減
らし、一人ひとりの力や排泄パ
ターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている。

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働き
かけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた
入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

起床時と就寝時
には職員が口腔
ケアをしていた
だくようチェッ
クしている。ま
た訪問歯科への
紹介も行ってい
る。

41

栄養士による献
立を提供してい
る。水分量も1
日1500ｍｌを確
保出来るように
記録している。
（身体的に制限
のある人は除
く）

水分摂取の確保
とヨーグルトや
食物繊維のおや
つ等を提供して
いる。

43 16

夜間も含め、排
泄パターンを記
録から読み取
り、適切なタイ
ミングでトイレ
の声掛けをして
いる。

ケアサービス管理表で利用者
個々の排泄状況・排泄パター
ンを把握し、声かけ・誘導に
より日中はトイレでの排泄の
継続ができるように支援して
いる。ユニット会議等で介助
方法や排泄用品を検討し、現
状に即した支援に取り組んで
いる。誘導時の声かけや職員
間の伝達時は周囲に留意し、
状況に応じてトイレの外で待
機する等、プライバシーや羞
恥心への配慮の周知を図って
いる。

42

46

入居前から使用
されている寝具
を持ち込んでい
ただいている。

45 17

週2回の入浴を基本とし、利用
者の体調や希望などに応じて
臨機応変に対応し、実施状況
はケアサービス管理表に記録
している。個浴で１対１での
入浴介助を行い、異性介助を
嫌がられる場合は同性介助で
対応している。入浴を拒否さ
れる場合は、理由を検討し、
声かけやタイミングに工夫し
て、無理強いすることなく入
浴できるように支援してい
る。

44

浴槽のまたぎが
困難な利用者に
は２人対応での
入浴やシャワー
浴+足浴を楽し
んでいただいて
いる。
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グループホームロココ 評価確定日平成２９年６月９日

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や要領につい
て理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過
ごせるように、一人ひとりの生活
歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援を
している

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の
希望を把握し、家族や地域の人々
と協力しながら出かけられるよう
支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つこと
の大切さを理解しており、一人ひ
とりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援して
いる

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電
話をしたり、手紙のやり取りがで
きるように支援している

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）は、利
用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度
など）がないように配慮し、生活感
や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

48

入居前面接で本
人や家族から聞
いたり、日々の
会話から知るよ
うにしている。

47

利用者毎のケア
チェック表に服
薬している薬の
内容一覧を綴じ
ている。

50

家族から3,000
円をお小遣いと
して預かってい
る。散歩時の店
先で買い物をさ
れることもあ
る。

　

49 18

季節や時期に合
わせて出来る限
り散歩や外気浴
を行っている。
イベントとして
車でのドライブ
外出も行ってい
る。

週に1回外出日を設け、外出の
機会が増やせるように取り組
んでいる。散歩・買い物・ド
ライブ・外食など、利用者の
希望や季節に応じて外出でき
るようにしている。各ユニッ
トのテラスを活用し、外気浴
や気分転換が図れるようにも
配慮している。

52 19

毎日の掃除を
行っている。散
歩の際の摘んで
きた花を飾った
り、手作りのカ
レンダーを壁に
取り付けたりし
ている。

清潔感のある共用スペース
に、季節感を採り入れた飾り
を掲示したり設置している。
テーブル席やソファー席は、
ユニット毎に配置に工夫し、
利用者が落ち着いて快適に過
ごせるように配慮している。
両ユニットが廊下でつながっ
ている構造となっており、ユ
ニット間を行き来したり、別
ユニットで過ごす等、利用者
個々に思い思いに過ごせるよ
うに支援している。各ユニッ
トにテラスがあり、ガーデニ
ングテーブルでゆっくり過ご
せる空間となっている。

51

自ら行うことが
困難な方へは、
月に一度家族へ
の近況報告を職
員が記入してい
る。

11/14 株式会社H.R.コーポレーション



グループホームロココ 評価確定日平成２９年６月９日

○共用空間における一人ひとりの
居場所づくり
　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い
思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、
本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全
な環境づくり
　建物内部は一人ひとりの「でき
ること」や「わかること」を活か
して、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫してい
る

54 20

クローゼットと
エアコン、カー
テン以外には本
人のなじみのあ
る家具を持ち込
んでいただいて
いる。

クローゼットと洗面台が設置
された居室はゆったりと広
く、利用者の使い慣れた家具
や調度品の持ち込みを勧め、
居心地よく過ごせる空間づく
りを支援している。フラワー
アレンジメントの教室で生け
た作品を飾ったり、以前作成
した自分の作品を持ち込むな
ど、その人らしい居室となっ
ている。週３回の清掃と毎週
のシーツ交換には、利用者の
できる範囲での参加を促し、
一緒に清潔な環境づくりがで
きるようにを支援している。

53

リビングには人
数分のいすを
テーブルのまわ
りに並べ、壁に
はソファーを置
いている。

55

トイレや浴室に
は手すりを設置
している。ご本
人の行える所と
そうでない所を
踏まえて、援助
の方法について
検討を重ねてい
る。
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グループホームロココ 評価確定日平成２９年６月９日

Ⅴ　アウトカム項目

○

○

○

○

○

○

○

○

○

56
職員は利用者の思いや願い、暮らし方
の意向を掴んでいる

①ほぼ全ての利用者の
②利用者の３分の２くらいの
③利用者の３分の１くらいの
④ほとんど掴んでいない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過
ごす場面がある

①毎日ある
②数日に1回ある
③たまにある
④ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮ら
している

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

59
利用者は、職員が支援することで生き
生きした表情や姿がみられれている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出
かけている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面
で不安なく過ごせている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応
じた柔軟な支援により、安心して暮ら
せている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

63
職員は、家族が困っていること、不安
なこと、求めていることをよく聞いて
おり信頼関係ができている

①ほぼ全ての利用者と
②利用者の３分の２くらいと
③利用者の３分の１くらいと
④ほとんどできていない

64
通いの場やグループホームに馴染みの
人や地域の人々が訪ねてきている

①ほぼ毎日のように
②数日に1回程度
③たまに
④ほとんどいない
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○

○

○

○

①大いに増えている
②少しずつ増えている
③あまり増えていない
④全くない

66 職員は活き活きと働けている

①ほぼ全ての職員が
②職員の３分の２くらいが
③職員の３分の１くらいが
④ほとんどいない

67
職員から見て、利用者はサービスにお
おむね満足していると思う

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

68
職員からみて利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う

①ほぼ全ての家族が
②家族の３分の２くらいが
③家族の３分の１くらいが
④ほとんどできていない

65

運営推進会議を通して、地域住民や地
元の関係者とのつながりの拡がりや深
まりがあり、事業所の理解者や応援者
が増えている
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